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マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン

「
犬
を
連
れ
た
夫
人
俊
」

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス
一
九
一
四
年

(
特
別
展
「
マ
リ
!
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
」
出
品
・
群
馬
県
立
近
代
美
楠
鯖
蔵
)

観る②≪る

初
期
の
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
の
作
品

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
や
ピ
カ
ソ
ら
の
野

獣
派
や
立
体
派
の
影
響
を
色
濃
く

留
め
て
い
る
が
、
や
が
て
一
九
一

〇
年
を
境
に
そ
の
画
風
は
ひ
と
つ

の
変
貌
を
遂
げ
る
。
そ
れ
は
、
様

式
や
流
行
を
越
え
て
、
本
来
の
自

分
を
、
あ
る
い
は
本
当
に
自
分
の

描
き
た
い
も
の
を
見
極
め
る
時
で

も
あ
っ
た
。

「
犬
を
連
れ
た
夫
人
像
」
は
一

九
一
四
年
、
三
一
才
の
時
の
作
品

で
あ
る
。
こ
の
二
年
前
に
恋
人
だ

っ
た
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
と
の
離
別
が

あ
り
、
前
の
年
に
は
母
を
失
う
な

ど
、
悲
痛
を
出
来
事
が
続
い
た
後

の
作
品
で
あ
る
。

淋
し
げ
で
、
虚
ろ
な
眼
差
し
の

女
は
、
心
の
拠
り
所
を
な
く
し
て

宙
に
漂
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

り
、
灰
暗
い
背
景
が
そ
の
孤
独
感

を
一
層
際
立
た
せ
て
い
る
。
こ
の

女
に
は
、
物
言
ね
ぬ
子
犬
だ
け
が
、

唯
一
の
慰
め
で
し
か
な
い
。

画
中
の

「
夫
人
」
は
、
恋
人
と

別
れ
、
母
を
亡
く
し
て
天
涯
孤
独

の
身
に
な
っ
た
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
自

身
の
投
影
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
亡
命
時
代

を
経
て
、
パ
リ
画
壇
に
復
帰
す
る

ま
で
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
の
画
面
か
ら

し
ば
ら
く
明
る
さ
が
消
え
る
。

(
田
坂

浩
)





困画園
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ー
リ
ア
リ
ズ
ム
の
追
求
-

第
2
回
浅
井
忠
記
念
貸
席

.
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・
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・
H
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第
2
回
浅
井
忠
記
念
賞
展
は
、

前
号
の
館
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
よ
う
に
、
本
県
出
身
の
日
本
近

代
洋
画
の
先
駆
者
、
浅
井
忠
の
画

業
を
顕
彰
す
る
と
共
に
、
彼
が
目

ざ
し
た
「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
追
求
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
具
象
的
傾
向

の
洋
画
作
品
を
全
国
公
募
し
、
現

代
に
お
け
る
美
術
の
振
興
を
図
る

た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

公
募
作
品
は
平
成
2
年
n
月
1
 
6

日
̃
1
 
8
日
に
搬
入
さ
れ
、
2
9
都
道

府
県
か
ら
紹
点
の
応
募
が
あ
り
ま

みる・かたる・つくる

し
た
。
前
回
の
応
募
点
数
(
鰯
点
)

よ
り
は
若
干
少
な
い
も
の
の
、
ア

マ
チ
ュ
ア
的
、
趣
味
的
作
品
は
ほ

と
ん
ど
姿
を
消
し
て
、
意
欲
的
な

大
作
が
多
く
、
内
容
的
に
は
前
回

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

平
成
2
年
n
月
2
9
日
、
審
査
員

の
方
々

(
乾
由
明
、
植
村
鷹
千
代
、

陰
里
鍼
郎
、
嘉
門
安
雄
、
桑
原
住

雄
、
中
村
僧
三
郎
、
原
田
平
作
、

本
間
正
義
、
三
木
多
聞
)

に
よ
る

作
品
審
査
が
行
お
れ
、
厳
正
な
る

選
考
の
結
果
、
大
賞
1
点
、
優
秀

賞
3
点
、
入
選
9
6
点
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

圏
大

賞

田
中

定
一
(
栃
木
県
)

圏
優
秀
賞

櫻
井

農
正

(
奈
良
県
)

片
小
田
栄
治

(
東
京
都
)

中
野

庸
二

(
京
都
府
)

審
査
講
評
に
よ
れ
ば
、
大
賞

「
私
の
地
球
」
(
田
中
定
一
)
は
、
健

康
で
開
放
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
作
品

で
あ
り
、
大
賞
に
ふ
さ
お
し
い
風

格
を
持
ち
、
優
秀
賞
「
C
a
「
二
で
l
e
」

(
櫻
井
農
正
)
は
、
緊
張
感
の
あ
る

表
現
方
法
が
現
代
的
な
も
の
と
し

て
評
価
さ
れ
、
「
地
I
(
D
[
雪
Y

8

「
寓
C
雪
雲
よ
り
)
」
(
片
小
田
栄
治
)

は
、
克
明
な
描
写
に
よ
り
、
平
明
を

写
実
を
超
え
た
、
不
思
議
な
魅
力

を
生
ん
で
お
り
、
「
a
 
r
l
p
p
l

e
」
(
中
野
庸
二
)
は
、
造
形
的
な

構
成
と
情
趣
的
な
表
現
と
が
緊
密

に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が

主
な
受
賞
理
由
で
す
。

授
賞
式
は
平
成
3
年
1
月
5
日

午
後
2
時
2
0
分
よ
り
行
お
れ
、
沼

田
武
干
葉
県
知
事
、
山
本
鉄
男
千
葉

県
議
会
議
長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓

と
主
催
者
側
か
ら
岩
瀬
良
三
千
葉

県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
吉
田
猛

千
葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
長
、

竹
内
一
雄
千
葉
県
立
美
術
館
長
等

が
出
席
し
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
席
上
、
受
賞
者
に
は
賞
状

及
び
副
賞
が
、
入
選
者
に
は
賞
状

が
館
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
。

引
き
続
き
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

展
覧
会
の
見
学
、
最
後
に
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
お
れ
、
新
春
に
相
応

し
い
華
や
か
な
展
覧
会
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
入
賞
・
入
選
作
品
計

刷
点
の
外
、
浅
井
忠
作
品
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
本
館
収
蔵
の
作
品
や

資
料
な
ど
約
皿
点
の
展
示
に
よ
っ

て
現
代
の
具
象
絵
画
の
傾
向
と
同

時
に
、
浅
井
忠
の
世
界
を
鑑
賞
す

る
こ
と
が
出
来
、
展
覧
会
の
趣
旨

に
沿
っ
た
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
月
1
 
9
日
午
後
2
時
か

ら
は
、
今
回
の
審
査
員
で
も
あ
る

大
阪
大
学
教
授
の
原
田
平
作
氏
に

よ
る
「
浅
井
忠
と
現
代
」
と
題
し

た
美
術
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
浅
井
忠
の
作
品
を
中
心
に
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
幅
広
い
視

点
か
ら
話
が
あ
り
、
本
展
覧
会
の

一
層
の
興
味
と
理
解
を
深
め
る
有

益
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

(
大
久
保
寺
)

(優秀賞)陸井展正「Carrie」

(優秀賞)片小田栄治

「地I (DiRTY COL」ECTIONより)」

(優秀賞)中野庸二「a 「ippie」



みる・かたる・つくる

常
設
収
蔵
作
品
展
第
5
期
と
し

て
、
書
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
い
た

し
ま
す
。

本
館
で
は
、
昭
和
5
2
年
了
月
に

企
画
展
「
房
総
の
書
芸
展
」
を
開

催
し
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
書
家
、
学
者
、
文
人
な
ど
2
8
名

の
書
跡
を
回
顧
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
房
総
の
美
術
家
シ
リ

ー
ズ
、
常
設
展
を
通
じ
て
紹
介
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た

び
、
現
在
の
本
県
を
代
表
す
る
書

家
た
ち
の
作
品
を
展
覧
い
た
し
ま

す
。書

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
等
の

木
方
鶴
「
一
笑
千
山
青
」

(
昭
5
9
)
、

高
宮
金
陵
「
山
部
赤
人
歌
」
(
不
詳
)
、

中
台
耶
園
「
塵
給
詩
」

(
昭
飢
)

(
以
上
、
物
故
者
。
)

浅
見
錦
龍
「
古
泉
千
樫
の
歌
」

(
昭
5
 
1
)
、
大
石
隆
子
「
待
君
」

(
昭
5
0
)
、
金
子
聴
松
「
視
忠
明
」

(
昭
4
8
)
、
小
暮
青
風
「
万
葉
集

東
歌
」

(
昭
4
 
1
)
、
高
澤
南
総

「
桃
李
争
卿
」

(
昭
4
5
)
、
種
谷

扇
舟
「
故
郷
之
山
河
」

(
不
詳
)

千
代
倉
桜
舟
「
宗
左
近
の
歌
」

(
昭
6
3
)
、
中
村
象
閣
「
古
泉
千

樫
の
歌
」

(
昭
4
7
)
、
福
田
丞
洲

「
蘇
東
坂
詰
」

(
昭
5
8
)

1
 
6
作
家
1
6
点
を
展
示
し
ま
す
。

(
会
期
)
平
成
3
年
2
月
1
 
6
日
(
土
)

か
ら
3
月
3
 
1
日
(
日
)
ま
で

造
形
を
主
体
と
す
る
造
形
芸

術
で
す
が
、
運
筆
の
幅
、
速

度
・
リ
ズ
ム
な
ど
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
世
界
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
書
家
た
ち
が
表
現
す

る
世
界
を
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
品
す
る
作
家
及

び
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
5
0
音
順
)

浅
見
喜
舟
「
大
公
有
意
垂

釣
」

(
昭
5
8
)
、
江
川
碧
渾

「
白
雲
青
山
話
し

(
不
詳
)
、

小
安
花
郎
「
バ
イ
ロ
ン
の
言

葉
」

(
昭
4
 
1
)
、
鮭
松
塘
「

七
言
古
詩
」

(
不
詳
)
、
鈴

浅見雪舟「大公有意垂釣」

本
館
の
収
蔵
作
品
を
中
心
と
し

た
県
内
巡
回
展
の

「
千
葉
県
移
動

美
術
館
」

が
好
評
裡
に
終
了
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
第
1
4
国
展
と
し

て
、
県
立
美
術
館
、
八
日
市
場
市

教
育
委
員
会
、
栄
町
教
育
委
員
会

と
の
共
催
に
よ
り
、
平
成
2
年
1
 
1

月
2
0
日
か
ら
職
月
2
日
ま
で
八
日

市
場
市
立
公
民
館
、
次
い
で
1
 
2
月

5
日
か
ら
鳩
目
ま
で
栄
町
役
場
町

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

開
催
日
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
廿
日
、

1
 
4
日
で
し
た
。

作
品
の
内
容
及
び
点
数
は
、
館

収
蔵
の
日
本
画
5
点
、
洋
画
1
 
5
点
、

版
画
8
点
、
彫
刻
4
点
、
工
芸
9

点
、
書
3
点
の
ほ
か
に
、
本
年
第

4
2
回
県
展
で
県
展
賞
及
び
文
部
大

臣
奨
励
賞
の
受
賞
作
品
6
点
を
併

せ
た
計
5
0
点
で
し
た
。

入
場
者
数
は
、
八
日
市
場
市
で

は
二
〇
〇
名
、
栄
町
で
は
一
三

〇
七
名
で
し
た
。
い
ず
れ
も
児
童

か
ら
老
齢
の
方
々
ま
で
幅
広
い
層

に
ね
た
り
鑑
賞
者
が
訪
れ
美
術
作

品
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
会
期
中
に
来
場
者
に
本
展

の
感
想
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
方
々
か
ら
実
際
に
優
れ
た
美
術

作
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
喜

び
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
巡
回

展
事
業
に
つ
い
て
賛
同
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
感
想
(
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
)
を
御
紹
介
し
ま
す
。

O

「
近
い
場
所
で
芸
術
を
鑑
賞
で

き
る
の
は
と
て
も
す
ぼ
ら
し
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
年
に
一

度
で
も
い
い
の
で
楽
し
み
を
持

て
れ
ば
と
思
い
ま
す
士

(
女
性
・
4
0
オ
)

O

「
な
か
な
か
美
術
館
に
行
け
な

い
の
で
こ
う
い
う
機
会
を
も
っ

と
作
っ
て
ほ
し
い
。
よ
が
っ
た
」

(
女
性
・
0
0
オ
)

O

「
都
会
よ
り
移
住
し
て
久
し
振

り
に
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」

(
男
性
・
6
8
オ
)

O

「
こ
れ
を
機
会
に
千
葉
県
立
美

術
館
に
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
」

(
男
性
・
2
6
オ
)

こ
の
ほ
か
本
展
の
P
R
の
拡
大

を
は
じ
め
作
家
や
作
品
に
関
す
る

補
助
解
説
等
の
工
夫
に
つ
い
て
の

要
望
も
あ
り
、
今
後
の
運
営
上
の

参
考
と
な
る
意
見
も
寄
せ
ち
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
親
し
ま

れ
る
移
動
美
術
館
を
め
ざ
し
て
努

力
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
巡
回
展
に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
県
民
の
方
々

が
優
れ
た
美
術
作
品
に
接
し
て
美

術
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
抱
か

れ
、
日
々
の
生
活
の
潤
い
と
さ
れ

る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
巡
回
展
の
鑑
賞
を
契
機
と
し

て
、
美
術
館
に
お
け
る
様
々
な
事

業
に
つ
い
て
も
理
解
い
た
だ
き
、

身
近
な
存
在
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

八日市場市立公民館

栄町役場町民ギャラリー



平
成
2
年
度
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

(
平
成
3
年
1
月
3
1
日
現
在
)

●
購

入

〔
日
本
画
〕

横
尾
芳
月
作

「
緑

陰
」

(
経
本
着
彩
一
九
尭
)

「
鏡
獅
子
」

(
紙
本
着
彩
一
九
八
一
)

●

小
宮
山
俊
作

「
赤
い
嶺
」

(
雪
稜
)

(
紙
本
着
彩
一
九
八
八
)

石
井
林
響
作

「
漁

礁
」
(
絹
本
着
彩
一
九
三
頃
)

〔
洋

画
〕

吉
田
博
作

「
雨
後
の
穂
高
山
」
(
油
彩
一
九
二
七
頃
)

柴
田
補
作
作

「
水
郷
静
日
」

(
水
彩
一
九
八
一
)

〔
彫

刻
〕

みる・かたる・つくる

鈴木方輯「一笑千山青」 小宮山 俊「赤い嶺(雪稜)」

柴田祐作「水郷静日」 吉田 博「雨後の穂高山」

辻

志
郎
作

「
ス
ペ
ー
ス
・
タ
イ
ム
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
一
九
八
九
)

〔
書
〕

鈴
木
方
鶴
作

「
一
笑
千
山
青
」

(
墨
一
九
釜
)

「
壷
中
日
月
長
」

(
墨
一
九
釜
)

●
基

金

取

得

〔
洋

画
〕

梅
原
龍
三
郎
作

「
伊
豆
大
仁
風
景
」

(
油
彩
一
九
二
九
)

〔
彫

刻
〕

零
駒
無
蔵
作

「
過
ぎ
し
日
の
ア
パ
ー
ト
」

(
石
一
九
八
九
)

梅原龍三郎「伊豆大仁風景」

●

南
部
治
夫
作

「
時
の
流
れ
に
…
(
相
)
」(

木
一
九
八
九
)

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ブ
ー
ル
デ
ル
作

「
聖
母
子
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
一
九
三
)

●
寄

贈

次
の
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

〔
日
本
画
〕

横
尾
芳
子
氏
よ
り

横
尾
芳
月
作

「
い
で
湯
」

(
紙
本
着
彩
一
九
八
〇
)

「
澄

心
」

(
紙
本
着
彩
一
九
会
)

「
春

風
」

(
紙
本
義
彩
一
九
尖
)

石
井
左
右
平
氏
よ
り

石
井
林
響
作

「
岩
魚
つ
り
」

(
紙
本
着
彩
一
九
二
六
)

込
山
俊
男
氏
よ
り

小
宮
山
俊
作

「
白
い
嶺
」

(
紙
本
着
彩
一
九
奈
)

「
沙
羅
の
樹
の
下
」

(
紙
本
義
彩
一
九
害
)

小
暮
貞
次
氏
よ
り

牧
野
三
生
郎
作

「
赤
目
之
滝
」

(
紙
本
塁
彩
)

〔
洋

画
〕

足
立
朗
氏
よ
り

足
立
源
一
郎
作

「
水
郷
初
夏
」
中
州
4
(
油
彩
一
九
喜
)

「
水
郷
初
夏
」
中
州
5
(
油
彩
一
九
喜
)

「
水
郷
初
夏
」
中
州
水
明
館
よ
り

(
油
彩
一
九
室
)

柴
田
正
巳
氏
よ
り

柴
田
荷
作
作

プールデル「聖母子」

「
佐
原
風
景
」

「
白
い
蔵
」

〔
喜
〕

小
暮
貞
次
氏
よ
り

小
暮
青
風
作

「
修

羅
」

「
漂
泊
の
思
い
」

「
一
閑
人
」

鈴
木
栄
子
氏
よ
り

鈴
木
方
鶴
作

「
天
真
爛
漫
」

「
登
楼
萬
里
春
」

「
華
下
一
毒
酒
」

高
橋
正
次
氏
よ
り

高
橋
蒼
峰
作

「
破

戒
」

「
鴫

琵
」

〔
研
究
資
料
〕

(
水
彩
一
九
八
〇
)

(
水
彩
一
九
奈
)

(
墨
一
九
七
三
)

(
墨
一
九
三
)

(
墨
一
九
九
〇
)

(
墨
一
九
七
二
)

(
墨
一
九
八
一
)

(
墨
一
九
会
)

(
墨
一
九
八
〇
)

(
墨
一
九
八
四
)

石
井
左
右
平
氏
よ
り

「
石
井
林
響
印
譜
」



みる・かたる・つくる

か
た
る
・
つ
く
る

5
月
よ
り
開
始
し
た
美
術
館
主

催
の
実
技
講
座
は
、
1
月
n
日
の

陶
芸
講
座
を
最
後
に
全
て
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
以
下
、
今
年
度
の

内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
ま
し
た
。

日
本
画
講
座

受
講
生
が
持
ち
寄
っ
た
下
絵
を

も
と
に
観
察
や
構
想
に
つ
い
て
学

習
し
た
。
(
1
 
2
日
間
)
参
加
者
1
 
8

名
、
講
師
、
斉
藤
惇
氏
。

洋
画
講
座
1
・
2

第
1
期
は
花
、
着
衣
、
風
景

(
中
央
港
付
近
)
を
油
彩
と
水
彩
で
、

第
2
期
は
花
、
静
物
を
油
彩
で
実

施
し
た
。
(
各
期
間
1
 
0
日
間
)
参

加
者
各
3
2
・
3
2
名
、
講
師
、
熊
谷

文
利
、
小
林
数
の
各
氏
。

版
画
講
座
1
・
2

各
期
と
も
、
受
講
生
が
持
ち
寄

っ
た
下
絵
を
も
と
に
観
察
や
構
想

を
重
ね
銅
版
画
の
基
礎
的
技
法
の

習
得
に
励
ん
だ
。
(
各
期
間
1
 
2
日

間
)
参
加
者
各
9
・
1
 
5
名
、
講
師

増
田
陽
一
、
牛
玖
健
治
の
各
氏
。

彫
刻
講
座

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
多
胡

石
(
砂
岩
の
一
種
)
を
刻
み
、
人

物
、
動
物
を
表
現
す
る
過
程
を
通

し
て
石
彫
の
基
礎
的
技
法
を
習
得

し
た
。
(
1
 
2
日
間
)
参
加
者
1
0
名
、

講
師
、
酒
井

良
民

陶
芸
講
座
1
・
2

各
期
2
回
の
成
形
、
素
焼
、
施

紬
、
焼
成
と
い
う
工
程
で
、
信
楽

土
を
素
材
に
、
花
器
、
食
器
等
を

制
作
し
た
。
(
各
期
間
9
日
)
参

加
者
各
3
2
・
3
1
名
、
講
師
、
明
石

昇
、
鎗
田
和
平
の
各
氏
。

書
芸
講
座
1
・
2

第
1
期
は
か
な
、
第
2
期
は
漢

字
に
取
り
組
み
、
筆
、
墨
、
紙
等

情
報
資
料
室
か
ら

実技諮歴のまとめ 

の
説
明
か
ら
書
の
歴
史
、

書
の
見
方
等
を
学
習
し

た
。
(
各
期
間
3
日
間
)

参
加
者
各
2
 
5
・
1
 
8
名
、

講
師
、
高
木
束
扇
、
中
村
象
閥
の

各
氏
。

御
多
忙
な
中
か
ら
、
本
講
座
の

た
め
に
時
間
を
裂
い
て
い
た
だ
い

た
講
師
の
諸
先
生
方
に
厚
く
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
受
講

生
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
事
故
無
く

終
了
で
き
た
こ
と
感
謝
致
し
ま
す
。

-
新
収
蔵
図
書
の
お
知
ら
せ
I

◇

『
世
界
美
術
の
旅
』
全
1
 
2
巻

世
界
の
美
術
館
・
博
物
館
や
建

築
、
遺
跡
等
を
旅
行
記
風
に
解
説
。

◇

『
大
正
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
仝
8

巻

大
正
期
に
起
き
た
事
件
の
数
々

を
当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
り
解
説
。

◇

『
名
画
の
技
法
』

辻
茂
監
修

ジ
ョ
ッ
ト
ー
か
ら
ホ
ッ
ク
ニ
ー

に
至
る
画
家
た
ち
の
名
画
を
構
図
、

色
作
り
、
塗
り
方
等
の
様
々
な
観

点
か
ら
分
析
。

◇

『
ロ
マ
ン
派
』

ジ
ャ
ン
・
ク

レ
イ
著

高
階
秀
爾
監
訳

ロ
マ
ン
派
の
画
家
た
ち
の
作
品

と
そ
の
生
み
出
さ
れ
た
背
景
等
に

つ
い
て
詳
し
く
考
察
。

◇

『
モ
ダ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
リ
ー

ズ
』
全
6
巻

ポ
ロ
ッ
ク
、
ク
ー
ニ
ン
グ
、
ゴ

ー
キ
ー
、
シ
ー
ガ
ル
等
、
現
代
美

術
の
先
駆
者
た
ち
を
1
巻
1
人
で

6
人
を
紹
介
。

◇
画
集
・
作
品
集

中
村
鼻
、
淀
井
敏
夫
、
佐
々
木

象
堂
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ポ
ッ
ス
、

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
ホ
ッ
ク
ニ
ー
等

の
個
人
作
品
集
や
、
そ
の
他
「
螺

錮
」
な
ど
の
作
品
集
等
。

●

◇
辞
典
類

●
作
家
関
係

『
房
総
人
名
辞
典
』
∴
『
来
日
西
洋

人
名
辞
典
』

『
宋
元
明
清

書
画

名
賢
詳
伝
』

『
欧
米
文
芸
登
場
人

物
事
典
』

『
現
代
名
工
・
職
人
人

名
辞
典
』

『
日
本
美
術
家
事
典
』

等
。●

鑑
賞
・
用
語
関
係

『
茶
道
美
術
鑑
賞
辞
典
』

『
和
英

対
照

日
本
美
術
用
語
辞
典
』

『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
事
典
』

『
世
界
文
学
辞
典
』
等
。

な
お
、
2
月
1
 
6
日
か
ら
開
催
す

る
特
別
展
「
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン

サ
ン
」
を
機
会
に
、
口
I
ラ
ン
サ

ン
芸
術
の
理
解
に
資
す
る
た
め
、

左
記
の
図
書
を
新
た
に
収
蔵
し
ま

し
た
の
で
旧
蔵
の
関
係
図
書
と
併

せ
て
御
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

『
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
の

扇
』

安
藤
元
雄
監
修

◇

『
夜
の
手
帖
(
マ
リ
ー
・
ロ
ー

ラ
ン
サ
ン
詩
文
集
)
』

大
島
辰
雄
訳

◇

『
虹
の
上
の
舞
踏
』

清
野
久
雄
著

◆
開
室
自

火
̃
金
(
祝
日
を
除

く
)

1
2
時
0
0
分
̃
4
時
0
0
分

閲
覧
の
み

(
貸
出
し
、
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
)

●

6
・
9

6
・
1
 
3

誌

抄

6
・
1
6

7
・
7

8
・
6

8
・
7

9
・
1
3

9
・
2
2

9
・
2
8

1
0
・
1
8

n
・
1
9

1
 
2
・
4

特
別
展
「
石
井
林
響
を

め
ぐ
る
画
家
た
ち
」

(
̃
7
・
1
 
5
)

関
東
地
区
博
物
館
協
会

理
事
会
・
総
会
・
研
究

会
・
見
学
会
(
̃
1
4
)

第
1
回
美
術
講
演
会

第
2
回
美
術
講
演
会

博
物
館
実
習
(
̃
u
)

調
査
研
究
員
会
議

企
画
展
「
鈴
木
方
鶴
展
」

(
̃
1
0
・
1
4
)

第
3
回
美
術
講
演
会

美
術
館
協
議
会

県
立
美
術
館
博
物
館
学

芸
課
普
及
課
職
員
研
修

第
1
4
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
(
八
日
市
場
市
立

公
民
館

̃
1
 
2
・
2
)

第
1
 
4
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
(
栄
町
役
場
町
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

̃
1
 
8
)

平
成
3
年
度
展
示
室
利

用
団
体
調
整
会
議

第
2
回
浅
井
忠
記
念
賞

展
授
賞
式
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

第
2
回
浅
井
忠
記
念
賞

展
(
̃
2
月
u
日
)

第
4
回
美
術
講
演
会


